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日頃から群馬県畜産協会の運営並びに業務の推進につきまして、特段のご理解とご協力を賜り、心から感謝

を申し上げます。 

去る令和６年６月２７日に開催いたしました、第８１回定時総会、並びに第５７回理事会において、役員の

任期満了に伴い新役員が選任されました。新体制のもと決意を新たにし、本県畜産業の健全な発展のため、全

力で諸課題に取り組んで参ります。 

さて畜産を巡る情勢につきましては、国際情勢の悪化、円安、世界的な穀物需要の増大などの要因により、

配合飼料等の価格高騰が長期化し、畜産経営は生産コストの高止まりにより所得が大幅に減少しており、大変

厳しい状況が続いています。 

また、家畜衛生では、豚熱や高病原性鳥インフルエンザに加え、近隣国を含むアジアで広く浸潤しているア

フリカ豚熱、口蹄疫についても、我が国への侵入リスクが高まっており、家畜伝染病の発生防止に万全を期す

必要があります。 

本会としましては、こうした状況を踏まえ、中核を担う畜産経営体が持続可能な経営が出来るよう、行政及

び関係団体と連携しながら、喫緊の課題である家畜・畜産物の価格安定対策をはじめとする経営支援のほか、

生産振興及び衛生対策などの課題に迅速に対応して参る所存であります。 

生産者をはじめ、関係機関・団体の皆様におかれましては、今後とも本会に対する特段のご支援・ご協力を

お願い申し上げまして、ご挨拶とさせて頂きます。 
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任期満了（令和５～６年度）に伴い、第８１回定時総会にて役員の改選が行われ、また第５７回理事会に

おきまして、役付理事が決定しました。 

１ 役付理事 

会  長 林  康夫（再任）群馬県農協中央会・各連合会会長 

副 会 長 天笠 淳家（再任）群馬県農業協同組合中央会副会長 

副 会 長 今井 祥丈（新任）群馬県農政部米麦畜産課長 

専務理事 富田  孝（再任）学識経験者 

２ 理事 

中里 昌弘（再任）株式会社群馬県食肉卸売市場代表取締役社長 

小野 和則（再任）群馬県農業共済組合専務理事 

矢内  功（再任）学識経験者 

矢端 幹男（新任）前橋市農業協同組合代表理事組合長 

奥木 隆人（再任）あがつま農業協同組合代表理事理事長 

新井 順一（新任）新田みどり農業協同組合代表理事組合長 

松下 洋一（再任）群馬県市長会課長 

河野 哲也（再任）群馬県町村会事務局長 

髙瀨 淳一（新任）群馬県養豚協会会長 

都丸 高志（再任）群馬県養鶏協会会長 

南  雄司（再任）群馬県 JA 繁殖和牛部連絡協議会会長 

３ 監事 

櫻井 英俊（再任）全国共済農業協同組合連合会群馬県本部運営委員会副会長 

大久保克美（再任）東毛酪農業協同組合代表理事組合長 

桜井 正喜（再任）群馬県家畜商商業協同組合理事長 

どうぞ、よろしくお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る、令和６年６月２７日に、本会の全正会員が出席され、第８１回定時総会が開催されました。 

６月１３日に開催された第５６回理事会において、承認いただいた令和５年度の事業報告について報告を行

ったほか、令和５年度の貸借対照表及び正味財産増減計算書について、承認いただきました。その概要をお

知らせいたします。 

令和５年度の事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算書が承認されました 

令和６年度の役員体制のご紹介 
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１ 令和５年度の実施事業の実績について 

令和５年度においては、公益目的事業７４事業、収益等事業１４事業の合計８８事業を実施しました。 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、国内の人の動きやインバウンドの回復など、徐々に新型コ

ロナウイルス感染症まん延前の生活が戻りつつある一方、牛肉需要の減退に伴う牛枝肉価格の低迷、肉用子牛

価格の大幅下落のほか、国際的な穀物需要の高まりや、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、為替変動など

を背景に、配合飼料価格等は最高水準で高止まり、畜産経営は厳しい状況が続きました。 

家畜衛生については、令和６年１月に県内で高病原性鳥インフルエンザが１例確認されましたが、豚熱の発

生はなく、群馬県や関係機関等が連携して防疫対策強化への取組みの浸透と、畜産生産者の家畜衛生に対する

意識が更に向上した一年でした。 

本会としましては、畜産専門機関としての役割を十分に発揮できるよう、職員一丸となり全力で業務に取り

組み、概ね計画どおり事業を実施しました。 

公益目的事業のうち、畜産経営の安定を図る事業（７事業）においては、前年度に引き続き、牛肉価格の低

迷や、為替相場の円安、配合飼料価格等高騰の影響により生産コストが上昇し続けており、「肉用牛肥育経営安

定交付金制度（牛マルキン）」では、肉専用種で通年、交雑種、乳用種で９か月発動し、昨年度の２.７倍強の１

４億６,０００万円の交付金を交付しました。 

「肉用子牛生産者補給金制度」では、和子牛価格の大幅下落により２１年振りに第２・３四半期で発動し、

乳用種の前年第 4 四半期分を含め、本制度に登録された販売及び自家保留した子牛に対し補給金４，９３９万

円を交付しました。 

また、令和 5 年 5 月以降の和子牛価格の大幅な下落を踏まえて、臨時措置された「和子牛生産者臨時経営支

援事業」では、発動基準価格を下回った肉用子牛生産者補給金制度の登録・販売牛に対し、１,６２３万円の支

援交付金を交付したほか、肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン）の円滑な事務の実施を図り、本県の畜産経

営のセーフティネットとしての役割を果たしました。 

畜産経営の向上を図る事業（２７事業）は、畜産経営の高度化に必要な情報提供や個人経営から企業的経営

等の多様なニーズに対応した経営指導、一般消費者への畜産に対する理解醸成、畜産特別資金等の指導事業を

継続的に行ったほか、安全で安心な国産畜産物の生産、畜産農家が求める経営・技術に有用な情報の提供、畜

産クラスター事業の機械導入事業の県窓口として、クラスター計画に基づく導入申請等へのサポートやアドバ

イス、優良な経営管理技術を有する経営体の経営成果等の調査を行いました。 

また、畜産経営における人材確保と労働力の負担軽減、酪農及び肉用牛経営の飼養管理技術の高度化並びに

省力化を図る畜産 ICT 機械等の活用を支援、畜産経営に参画する女性を対象とした研修会の開催、第三者経営

継承に対する支援、酪農ヘルパー組織の維持や要員確保、傷病発生時等の酪農ヘルパー利用の相互扶助を図る

互助会の運営等を行いました。 

このほか、産業動物獣医師として県内に勤務を希望する獣医学生に対し修学資金を給付したほか、新たに畜

産経営者等からの輸出相談に応じるため輸出相談窓口の設置や畜産物輸出に対する理解醸成を図る活動を行

い畜産経営の向上を支援しました。 

家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成に関する事業（２２事業）では、生産農場における飼養衛生管理の

向上や家畜の伝染性疾病の清浄化、疾病の発生予防に向けた自主淘汰支援やワクチン接種費用の負担軽減、防

疫演習、自衛防疫団体等が実施する予防注射に必要な衛生資材等についての支払事務等を実施しました。 

また、豚熱（CSF）への対策として、野生イノシシ経口ワクチンの散布により、豚熱ウイルスの拡散防止を図

る対策協議会の運営、養豚の生産性を阻害する豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生低減・排除を図るた

めの指導獣医師と連携した検査と指導、馬の飼養衛生管理向上のための研修会等の開催、馬インフルエンザ等

のワクチン接種の推進、農場 HACCP、畜産 GAP の構築支援や認証を推進する事業などを実施しました。 

このほか、畜産、地方競馬振興への消費者の理解を促進するために、牧場体験や畜産普及啓発等、イベントに

おける広報活動などについて実施しました。 

家畜の能力向上を促進する事業（１８事業）では、家畜改良・増殖を促進する事業、家畜の改良成果を展示

し優れた形質をもつ家畜を競い称える群馬県畜産共進会を全畜種において開催したほか、和牛については、遺

伝子検査によるゲノミック評価を活用した早期の繁殖雌牛候補牛の能力把握を促進しました。また、中核的担

い手の優良繁殖雌牛の増頭奨励金の交付、畜産クラスター計画に基づく増頭奨励金の交付のほか、育種価評価

を解析し産肉能力向上を図る事業、肉用子牛の強化哺乳技術を活用した早期出荷を図る事業を実施しました。 

このほか、乳牛、肉豚、緬山羊、養蜂の各畜種における生産振興に係る各種事業を実施しました。 

畜産に関する収益等事業（６事業）、畜産の振興を図る事業（８事業）では、和牛、乳牛（ホルスタイン種、

ジャージー種）、種豚、山羊（日本ザーネン種）の各家畜の血統登録を積極的に推進し、血統登録を行ったほか、

県内の生産者等の団体からの事務を受託し、地域の畜産振興に努めるとともに、公益目的事業を実施するため
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の財源として収益性の確保に努めました。 

今後も、事業を継続して行うとともに、畜産を取り巻く中長期的な課題や実態を十分に踏まえて、飼養衛生

管理、家畜衛生等を強化する事業に積極的に取り組むほか、国際化に対する畜産経営の確立と畜産経営の安定

向上、及び安全で良質な畜産物の生産に貢献し、国民生活に不可欠な食料生産の安定的な供給に寄与して参り

ます。 

 

 
２ 令和５年度の会計状況について 

令和５年度においては、補助事業２２事業、助成事業６事業、特別事業７事業、受託事業１５事業、家畜登

録事業６事業、団体・生産者からの事務受託事業９事業、自主事業２３事業の合計８８事業を実施し、経常収

益１，８２７，９０４千円、経常費用１，８２４，４１４千円、経常外収益・費用を含めた他会計振替前当期

一般正味財産増減額は３，４９０千円の増加となりました。 

これを前年度の実績額と比較しますと、経常収益は９６５，７２４千円の増加、経常費用は９６７，８９９

千円が増加しました。経常収益の主な動きとしては、肉用子牛生産者補給金制度、及び肉用牛肥育経営安定交

付金制度（牛マルキン）の発動が増えたことにより、受取補助金等が７５９，２１６千円増加した一方、各事

業参加者から徴収し事業実施に要する経費に充てている手数料収益は５６８千円の減少、助成事業の実施に係

る受取助成金は１，８０１千円の減少、家畜登録料から家畜改良を行うために徴収している賦課金収益は３７

（　）は補正時の事業数

公1(1)経営安定支援 2 (2) 1 (1) 1 (1) 3 (3) 7 (7)

公1(2)経営向上支援 8 (8) 1 (1) 9 (8) 9 (9) 27 (26)

公1(3)安全・理解 4 (4) 6 (6) 3 (4) 9 (8) 22 (22)

公1(4)能力向上 8 (8) 6 (6) 2 (2) 2 (2) 18 (18)

小計 22 (22) 6 (6) 7 (7) 15 (15) 1 (1) 23 (22) 74 (73)

収1(1)家畜登録 6 (6) 6 (6)

他1(1)団体事務受託 8 (8) 8 (8)

小計 6 (6) 8 (8) 14 (14)

22 (22) 6 (6) 7 (7) 15 (15) 6 (6) 9 (9) 23 (22) 88 (87)

会計区分

公
益
目
的
事
業

収
益
等
事
業

合計

自主事業 計補助事業 助成事業 特別事業 受託事業 家畜登録 事務受託

（　）は補正時の事業数

3 (3) 3 (3)

9 (9) 9 (9)

8 (8) 1 (1) 9 (9)

1 (1) 1 (1)

6 (6) 6 (6)

1 (1) 5 (5) 8 (8) 14 (14)

1 (1) 5 (5) 6 (6)

8 (8) 8 (8)

6 (6) 1 (1) 4 (3) 11 (10)

1 (1) 1 (1) 19 (19) 21 (21)

22 (22) 6 (6) 7 (7) 15 (15) 6 (6) 9 (9) 23 (22) 88 (87)

その他

自己資金

地方競馬全国協会

家畜登録団体

中央畜産会

その他団体

事務受託先

受託事業

農畜産業振興機構

群馬県

合計

補助元等

農林水産省

家畜登録 事務受託 自主事業 計補助事業 助成事業 特別事業
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３千円の減少、事業参加者から負担金を徴収し実施する事業の受取負担金は６，５８５千円の減少となるなど、

セーフティネット関連事業以外の事業全体収益は減少傾向となりました。 

 経常費用の主な動きとしては、事業費は９６６，７０２千円の増加、管理費は１，１９７千円の増加をして

います。経常費用増加の多くを占めるのが、肉用子牛生産者補給金制度の補給金（４７，６８３千円の増加）

と肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）の肥育交付金の増加（９２３，８１９千円の増加）です。 

派遣職員の派遣料の上昇、再雇用者の退職に備え、管理部門に有資格者等の派遣職員配置、育児休業、時短勤

務等からの復帰、正職員に対する緊急措置としての物価高騰対策への対応を行った結果、賃金（派遣料）は、

事業費で８，６６３千円、管理費で９２８千円の増加、給与は、事業費で４，３５２千円、管理費で３９２千

円が増加しました。 

本会は、公益目的事業の割合が高いため、会計の性質上、経常収益、経常費用はパラレルに変動します。セ

ーフティネット関連事業以外の事業全体は減少傾向にありますので、事業費を構成する旅費交通費（３，９５

０千円減少）、通信運搬費（１，６０２千円減少）、消耗品費（４，０９８千円減少）、雑費（５，７３２千円減

少）等は減少しました。併せて、人件費の増加抑制を図るため、事業費、管理費ともに更なる節減につとめま

した。当期指定正味財産増減額については、前年度に比べ、１３，９６０千円減少しました。 

主な理由としては、肉用子牛生産者補給金制度の事業参加頭数が減少（R０４：１０，３１０頭→R０５：９，

６１６頭）し、受取生産者積立金が４４４千円減少、発動に備え造成する基金に対する補助金（受取機構生産

者積立金補助金）も８８９千円減少したこと、肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）の基金造成頭数

が減少（Ｒ０４：３１，４７０頭→Ｒ０５：２４，０７４頭）し、受取生産者負担金が１４５，４１５千円減

少したことです。 

公益法人は、収益事業から得られる財産の増加を公益目的事業の実施に充て、さらに公益目的事業を拡大し

ていくことを求められており、収益事業等会計から、その収益の一部の振替を行い公益目的事業を実施するこ

ととなります。 

令和５年度においても、定められた方法に従い、公益目的事業の安定的な実施を図りました。 
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令和６年 5 月２３日に秋田県において、全国和牛登録協会主催のブロック別合同会議が開催され、本会から

も３人の地方審査員資格保有職員が参加しました。 

 今年度の事業計画をはじめ、令和９年度に開催予定の第１３回全国和牛能力共進会北海道大会の内容や登

記・登録業務に係る事項について協議・報告を受けたほか、東部ブロック管内の審査員間の意見交換が行われ

ました。 

 翌２４日にはあきた総合家畜市場において、６頭の供試牛を使って審査研究会が行われました。審査研究会

では、個人及び県単位で審査の回答提出を行い、その後中央審査員による模範解答が発表されましたが、参加

者の審査結果にはややばらつきがあり、本研究会のように定期的な目合わせの必要性を実感しました。 

 今後の和牛登録業務において、今回の審査研究会で学んだことを参考に適正な審査を心がけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年６月１１日、令和６年度群馬県学校農業クラブ連盟 家畜審査競技大会・乳牛の部が開催され

ました。県内の農業関係７高校から１０４名の生徒が参加しました。 

生徒らは５班に分かれて審査に挑みました。審査時間は成牛２０分、育成牛１０分で、成牛４頭の総合

序列と審査項目３箇所の序列付け、育成牛４頭の総合序列の審査を行いました。また、審査競技大会終了

後に審査員による模範審査を実施し、判断の仕方について確認する場が設けられました。 

審査の結果、最優秀賞１名、優秀賞１２名が表彰され、最優秀賞は吾妻中央高校の飯塚姫奈乃さんが
受賞しました。最優秀賞受賞者は１0 月に岩手県で開催される全国大会へ出場することになります。全国

大会でも優秀な成績が収められることを期待しております。 

 

令和６年度ブロック別支部長・審査員合同協議会及び審査研究会開催 

 

研究会で挨拶をする全国和牛登録協会の工藤事務局長 

 

令和６年度群馬県学校農業クラブ連盟主催 家畜審査競技大会の開催 

 

家畜審査競技大会の様子 審査員による模範審査の様子 
 

 

北海道の岸中央審査員による審査講評 
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５月１３日（月）～６月３日（月）にわたり、（一社）日本ホルスタイン登録協会審査員塩野雅一氏によって、

令和６年度前期体型調査・牛群審査が行われました。 

今回は、牛群審査 182 頭（内：雄 2 頭）、奨励審査 44 頭、体型調査 444 頭、SNP 審査 161 頭、ジャー

ジー種 1 頭 計５３戸のご協力により、８３２頭を審査・調査をさせていただきました。ホルスタイン種にお

ける８５点以上のベリーグッド牛が１９９頭（６０％）、９０点以上のエクセレント牛が２１頭（６％）と、高

得点牛が多く輩出されました。また、調査の平均得点は 82.3 点で昨年より 0.2 ポイント上昇しました。 

 

 

 

◆第 2８回群馬県畜産共進会について 

 
 家畜の改良増殖を図り、畜産振興に寄与することを目的に第２８回群馬県畜産共進会を下記のとおり予定し

ています。詳細は本会ＨＰをご覧ください。 https://chikusankyokai.or.jp/ 

 

 

 

２０２4 セントラルジャパンホルスタインショウが、令和６年４月２６日

（金）～２７日（土）に、静岡県御殿場市馬術スポーツセンターにて開催され

ました。本県からは 25 頭出品されました。 

結果は、第９部の（株）長坂牧場出品の「ラブリ－フア－ム クインジス ド

アマン」が最高位のグランドチャンピオンを受賞、齊藤将聡氏が出品の第３部

の「ジヤグロブリツジ ユニ－クマン サラ」がジュニアチャンピオン、吾妻

中央高校の最優秀学校賞をはじめ、１４部中８部でチャンピオンを受賞するな

ど好成績を収め、日頃の体型、資質等の改良成果が発揮されました。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２８回群馬県畜産共進会の案内 

 

令和６年度前期乳牛体型調査・牛群審査について 

 

　畜　種 　　　　日　　　時 　　　　場　　　所

山羊の部 令和６年　８月２３日（金） 全国農業協同組合連合会群馬県本部渋川家畜市場

繁殖和牛の部 令和６年１０月２３日（水） 群馬県畜産試験場内

乳牛の部 令和６年１０月２５日（金） 群馬県畜産試験場内

２０２４セントラルジャパンホルスタインショウについて 

グランドチャンピオン牛（株）長坂牧場 

 

グランドチャンピオン 第９部 株式会社 長坂牧場

ジュニアチャンピオン 第３部 齊藤　 将聡

Ｒ ジュニアチャンピオン 第１部 吾妻中央高校

インターミディエイト
チャンピオン

第９部 株式会社 長坂牧場

Ｒ インターミディエイト
チャンピオン

第８部 三輪  圭吾

Ｒ シニアチャンピオン 第11部 株式会社 長坂牧場

     群馬県の主な成績

第１部 吾妻中央高校

第３部 齊藤　 将聡

第５部 三輪　 圭吾

第６部 吾妻中央高校

第８部 三輪  圭吾

第９部 株式会社 長坂牧場

第11部 株式会社 長坂牧場

第13部 齊藤　 将聡

  各部のチャンピオン

https://chikusankyokai.or.jp/
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今年も、６月１２日（水）～７月８日（月）にわたり、山羊の登録巡回を実施しました。 

８戸の飼養者を訪問し、今年の２月から４月に生まれた３９頭（♀２７頭、♂１２頭）の子山羊の登録をし

ました。今年度の登録頭数は、昨年度の６５頭と比較して大幅に減少しましたが、発達が良く、8 月２３日（金）

に開催する第２８回群馬県畜産共進会（山羊の部）における審査が楽しみになるような山羊が多い印象でした。

共進会の後には、付帯行事として種山羊交換会（競り）が行われます。 

 登録山羊のみが出品される全国的にも珍しいイベントですので、一層盛り上げていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

毎年、乳用種である日本ザーネン種の登録山羊のみが出品される共進会を開催しています。こうした共進会

は、群馬県、長野県の２県でしか行われていません。群馬県における山羊改良の歴史は古く、種山羊共励会は

1959 年から開催されてきました。長きに渡り、山羊の生産基盤が培われてきた群馬県ですが、山羊乳の活用

事例が少なく、その成果を一般消費者に届けづらいというのが現状です。一方、今後、「エコ」と「健康」に関

する消費者の意識の高まりを受け、飼養形態が自給型であり、高栄養といわれる山羊乳への需要が高まるもの

と考えられます。 

そこで、群馬県内における山羊乳の活用と消費者への提供について検討をすることを目的に、先進事例の視

察を行いました。視察先である株式会社デーリイーファーム富士山(栃木県大田原市)の代表・髙橋雄幸、ゆか

り夫妻が作るチーズは、国内外で数々の賞を受賞しており、2019 年には、山羊チーズ「茶臼岳」が JAL 国

際線ファーストクラスの機内食にも採用されました。日 EU・EPA でナチュラルチーズの関税が撤廃されるこ

とを視野に入れ、牛と山羊を放牧育成し、その土地の牧草、地域の副産物を給餌することで、その生乳から製

造されるチーズの味を差別化することが、今後の営農の存続に重要であるという考えからそれまで勤務してい

た那須町の牧場から独立し、同法人を設立しました。視察では、山羊の飼養管理から山羊乳の生産・加工・流

通の現状や課題について、幅広くお話しを伺いました。 

 山羊は１頭当りの搾乳量が少なく、産乳量が季節性に制約されるため、山羊乳製品は牛乳製品と比較して、

販売価格が高くなってしまいます。そのため、加工をして賞味期間を延ばすとともに付加価値をつけることが

重要になります。しかし、そのためには高額な設備投資が必要であり、「ひとつのチーズを作れるようになるま

で５～１０年かかる」と言われるように、技術の習得にも時間を要します。 

 株式会社デーリイーファーム富士山では、既存の施設の利用、製造するチーズの種類の工夫等を通じて課題

の解決を図るとともに、SNS を通じた情報発信にも力を入れていました。 

 今回の視察で得た知見を活かして、県内における山羊乳の生産活用の可能性や方向性について検討していき

たいと思います。 

 

  

ヤギの巡回登録について 

山羊の視察研修について 

 

（写真）桐生市黒保根村で山羊を飼

養する松本恒春さん 

 松本さんの山羊は山中に放牧され

ているので、強健性に優れています。 

 とても元気に走り回っていたた

め、起立姿勢の写真がうまく撮れま

せんでした。ごめんなさい。 
 

写真：栃木県酪農業

協同組合のクーラ

ーステーションを

改修して作られた

チーズ工房および

チーズ販売所 
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4/24（水）～26（金）の３日間にかけて、「国際養鶏養豚総合展(IPPS)2024」が愛知県名古屋市のポート

メッセなごや第 1 展示館で開催されました。 

『広げよう畜産の未来～養鶏・養豚産業の未来を動かす 3 日間～』をテーマとして掲げた、国内最大規模の「養

鶏・養豚産業」に特化した展示会になります。 

１９９２年に第１回目が開催され、記念すべき10回目の開催であり、養鶏・養豚経営等の近代化・効率化

を目的に、採卵鶏・肉用鶏・肉豚等の生産から流通に関する世界最先端かつ最新鋭の施設・機械器具・資

材・技術が一堂に集まりました。 

出展者は、施設・機械・資材関係とフードコーナーなどを合わせて出展社数216社・団体、3日間の延入

場者数は23,298人と、例年以上の賑わいを見せました。会場の一部には特別企画ゾーンが設置され、スマー

ト畜産に関する機器や技術を紹介する「スマート畜産ゾーン」、家畜衛生やさまざまなウイルス対策に効果

的な製品や機器を集めた「衛生対策ゾーン」に加えて、今回から環境に配慮した施設・機械・成果を紹介す

る「ＳＤＧｓゾーン」が設けられ、展示・紹介されました。また、フードコーナーは畜産物の試食、販売な

どが行われ、大盛況でした。 

本会としても３日間で８名の職員が出席。国内外の養鶏・養豚に関する施設や機器、及び環境対策メーカ

ーの展示を視察し、経営支援に係る情報提供等の研鑽を図ることができました。（次回の開催は３年後の２

０２７年を予定しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートメッセなごや 会場入り口 ⅠPPS 入場エントランス 

展示された機械の様子（鶏卵） 特別講演の様子（アニマルウェルフェア） 

国際養鶏養豚総合展（ＩＰＰＳ）２０２４について 
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 事業統括（管理）羽鳥正子です。管理では全職員を対象とした職場研修を企画しています。今年度は外部講師研修

２回、視察研修２回、内部研修３回程度実施予定。研修内容は業務に関する知識の向上、ビジネスマナー、多様な働

き方など。研修をとおして組織の一員としてのマネジメントに必要なスキルなどを習得し、効率的に業務を遂行する

ことができる！ことを目指しています。コミュニケーション力を高めて、関係者皆様と円滑に事業を展開し、協会の

事業目標達成に努めてまいりますので、今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

事業統括（肉用牛）の中村俊治です。昨年度から引き続きよろしくお願いいたします。 

私が統括する事業のうち主たるものは、子牛補給金制度や牛マルキン、クラスター機械導入関係、畜特資金等借入

者を含めた経営支援、和牛登録全般、令和 9 年度北海道で開催となる和牛全共に向けた出品対策、農場 HACCP 認

証制度の推進、繁殖雌牛更新加速化事業などです。どの事業も本会単独では実施できないものばかりです。関係機関

の皆様と連携を取りながら円滑な事業実施を図り県内畜産経営者の経営安定、ひいては畜産物の安定供給に資したい

と考えております。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

事業統括（酪農中小家畜）の保坂扶砂与です。 

酪農中小家畜部門での今年度の新規事業としては、令和７年１０月に北海道にて開催される第１６回全日本ホルス

タイン共進会に向けて出品対策委員会を立ち上げ、関係機関・団体等と協力して、円滑な出品を図るための事業を実

施します。また、県内で飼養されている山羊から生産される山羊乳を活用し、消費者に提供する可能性および方法に

ついて調査・検討を行う事業を実施します。その他、乳牛、豚、山羊の登録および生産振興、酪農ヘルパーの支援、

畜産人材の確保育成、家畜衛生対策に関する事業等については、引き続き実施してまいりますので、今年度もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

事業統括の紹介 

 

群馬県養鶏協会たまごフェスタ２０２４を開催 

 
群馬県養鶏協会事業の活動として、「たまごフェスタ 2024」（群馬県養鶏協会たまごフェスタ実行委員会）

を、令和６年６月１６日（日）10 時 00 分より群馬県庁１階県民ホールで開催しました。 

この活動は、会員有志が発起人となり、鶏卵への理解醸成を図るため、各ブースにて卵かけご飯実食、銘

柄卵即売、たまご講演会、ひよこと遊ぼう及びぐんまちゃんと○×クイズ等、11 か所のブースで多数のご

来場者の方々が各卵競技等に参加しました。 

今年で通算 8 回目、養鶏関係企業の特別協賛や職員のご協力をいただきありがとうございました。 

 

養鶏農家さんの卵スイーツ即売 

 

たまごフェスタ当日の来場の様子 

 
ひよこと遊ぼうテレビ取材の様子 

 

ゆで卵カラむき実食イベント 

 

ぐんまちゃんの〇×クイズ 
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■肉用子牛生産者補給金制度　補給金交付状況

区分 平均売買価格(円) 交付単価(円) 交付額(円)

業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑 黒毛
褐
毛

他肉 乳用
交
雑

黒毛
褐
毛

他肉 乳用
交
雑

7 6 1 ～ 3 第4四半期 562,200 585,300 232,100 173,600 347,700 0 0 90,510 0 0 0 0 - 0 0

4 ～ 6 第1四半期 541,400 606,100 - 177,500 318,500 22,600 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ～ 9 第2四半期

10 ～ 12 第3四半期

計

月次

※他肉（その他肉専用種）はR2年度より算定期間が１年（４月～３月）となりました。

算出期間 令和６年４月から６月まで
肉豚１頭当たりの標準的販売価格 47,101 円/頭
肉豚１頭当たりの標準的生産費 42,777 円/頭
肉豚１頭当たりの交付金単価 ―

価格安定事業の発動状況 

 ◆肉用子牛生産者補給金制度 補給金交付状況 

◆肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン） 交付金交付状況 

 

 

◆肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン） 交付金単価について 

市  況 



令和６年７月                 群馬の畜産 みんなの情報室                 第３６１号＜12＞ 
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【開催日程】 

 

 

 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬の売り上げの一部は、畜産振興及び地方財政の改善に活用されています。 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場 

グリーンスタンド４階 

お問合せ：0270-23-0535 

      群馬の畜産 みんなの情報室を読んでいただきありがとうございます。 

梅雨も明け暑い日が続きますが皆さん体調管理は大丈夫でしょうか。外仕事が多い私は、暑さ対

策でネッククーラーを使用し首を冷やすとともに水分補給でどうにか乗り切っております。休日には、大好きな

サウナに入って心身ともにリラックスし体調を整える事で、翌日からの仕事も元気よく臨む事ができます。             

夏休み、お盆シーズンで外出の機会が多くなると思いますが、暑さ対策と感染症対策を行い、楽しい休日をお過

ごしいただければと思います。                               （M.S） 

編集後記 

詳しくは南関東４競馬場サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 
平日、大井、川崎、

船橋、浦和の馬券が

購入できます 

個別モニター付き特別

観覧席で快適な一日を

お過ごしいただけます 

ロイヤル席 


